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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,様々な単一サーバ待ち行列システムに対して,極めて一般的な仮定のもとで,いくつかの代
表的な評価尺度の,あるシステム･パラメータに関する勾配を推定する手法についての研究成果をまとめ
たものであり,主な成果は以下の通りである｡
1.パルム確率分布を用いることにより,定常性およびエルゴード性の仮定のもとで,時間定常な評価
尺度に対して強一致性を満足する勾配の推定式を導出した｡その際,ある時刻におけるシステムの状態に
対する,過去の全ての事象の順序変化の影響を調べることが,ただ1回の事象の順序変化によるそれ以降
のシステムのふるまいへの影響を調べることと同値でることを示した｡また,勾配の推定値が1回の標本
路の観測から求められることを示した｡
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2.各客に関して定常な評価尺度に関しても,定常かつエルゴード性の仮定のもとで,強一致性を満足
する勾配の推定式を導出した｡また,従来の方法に対応した考え方によっても,同様の推定式が得られる
ことを示した｡さらに,シミュレーションにより得られた推定式の妥当性を確認した｡
3.離散時間型の待ち行列システムに対して,新しい勾配推定手法を提案し,定常性およびエルゴード
性の仮定のもとで強一致性を満足する推定式を導出した｡また,シミュレーションにより得られた推定式
の妥当性を確認した｡
以上,本論文は,連続時間型ならびに離散時間型の様々な単一サーバ待ち行列システムの,いくつかの
代表的な評価尺度の勾配に対して,定常性とエルゴード性の仮定のもとで,強一致性を満足し,かつ効率
の良い推定手法を確立し,その妥当性を実証したものであり,学術上,実際上寄与するところが少なくな
い｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成9年1月27日,
論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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